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12月9日(土)正午
北鹿浜公園(交通公
園)

リニューアル
オープン

交通広場開場時間: 午前9時～午後5時　休場日: 12月28日～1月4日

北鹿浜公園が新しくなります

北鹿浜公別は
、車以都の応急給

水槽
(千
5
0
0
t
)

の設置工嘔に伴う

全面改良工
事のため
、昨年
1
0
月ド

旬から利用できなくなっていまし

たが
、
1
2
月
9日にリニュ
ーアルオ

ープンします
。

新しくミニ列車や
、一
袷中
、二

輪嗽
、車いすの体験施設が加わり

(衣―
)、交通公園として
、より楽

しく学べる施設になります
。

新しくなる北鹿浜公
園に
、ぜひ

遊びに來てください
。

ま
た
、
応
急
給
水
槽
は
さ
く
ら
広
場
の
地
下
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

で
区
立
公
園
内
5
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
、
災
t
‥
時
の
絵
水
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

表1　乗り物一覧

※幼児がミニ列車を利用する際には保護者の付き添いが必要です

お問い合わせは

公園緑地課
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3
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0
)
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1
1
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(
財
)
水
と
緑
の
公
社

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

この電車のミニチュアが走ります

▲蒸気機関車

▲ポンプ車 案内図
所在地=鹿浜3　―26―　1
西新井駅から東武バス「鹿浜都市農業公園」行きF鹿浜中学校」下車、徒歩3分。または西新
井駅から国際興業バス「赤羽駅東口」行き「鹿
浜四丁日」下車、徒歩3分
1-住車庫から都営パス「上沼Ⅲ団地経由王f駅」行き「鹿浜三・「目交差点」下車、徒歩8分
環七から東武バス「亀有駅北口発王子駅」l fき　「鹿浜三丁目交差点」下車、徒歩8分

今号の主な内容2・
3面▽保健福祉ガイド
/ワンポイン

ト
健康術
/選挙豆知識

4・
5面▽まちづくり特集
/環境を守ろう
/

学校アルバム

6・
7面
▽くらしの情報
/催し物刀イド
/

掲示板
/花だより

8面
▽▽▽区長への手紙から
/区民の声
/

スケッチ
あだち

区長へのファクス

FAX3880- 5678「区民の声」を
お待ちしています

交通事故防止緊急アピール発表

K内
の交
通事
故
が著し
く
増えて

います
。特
に、
商齢
者・
自転
寧・

二
輪
躯
の
交
通
事
故死
亡
者
が激
増

し
、
1
0
月
2
5
日
現
在、
2
2
入
の尊
い命

が失わ
れて
いま
す。
昨年同
時
期と

比
べ、
実に
H入の
増
加で
す。

こ
うし
た
状況
を緊
急事
態と
とら

え
、区長
と区
議会
潔長
が、ア
ピ
1

ル
を発
表し
まし
た。

こ
の
ア
ピ
1ル
を
受け
、「
足
立区

交
通事
故防止
緊
急対
策」
を行っ
て

います
。皆
さんの
ご
協力
をお願
い

し
ます
。

期
間
=
1
0
月
2
5
日～
1
2
月
3
1
日
内
容
=
交
通
事
故
多
発
箇
所
調
査
・
分

析
/住区
セン
タ
1
(老入館
)等
巡

回
交通
安全
指導ノ
高
齢者
宅訪問
指

導
/二
輪車ス
トッ
プ作戦
/二
輪車

の
乗り方
教
室
/自転
収ストッ
プ作

戦
/
'
自
転車
の乗口
方
教室
/区
広報

車
によ
る広
報活動
な
ど

また
、区内
4警察
にお
いて
も以

下
の交
差点
等で
随時
街頭活
動
を行

って
い
ます
。
▽千
住署・
:二丁
目

交
差点ほ
か
　▽西
新井
署・
:満願
寺

前・
梅
島陸
橋
f
▽
綾瀬
署…環匕

交
差点ほ
か
　▽竹
の
塚署・
:竹ノ
塚

駅
前ほ
か
問
先
n交
通安
全対
策課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□
区民の皆さんへ

交通募故防止緊急アピール

足立区での
。交通事故が急増し

て
います
。

発生件数では
、昨年同時期と比

べると
1
9
%
も増加しています
。こ

のままいくと最悪の件数になって

し書っ
勢いです
。

また
、今年の死傷者数も
、
8月

末現在で
3千入を超えてしまいま

した
。昨年と比べて
も
2
0
%
の増加

です
。
事故原因の多くは交通ル
ール違

反にあります
。また
、マナーを守

らないために起こったものです
。

今年の交通事故で特に増えてい

るのは
、

▽高齢者の事故

▽ニ
輪車・
自転車の事故

の
2つです
。

こ
れから年末にかけて
、交通事

故が多発する孥同にあります
。特

に十分な注意をしましょう
。

区民の皆さんが一
人ひとリ交通

ル
ールとマナ
1を守り
、交通事故

防止に心
がけてください
。

平覆
1
2
叭
1
0
月
5日

区
長
　
　
鈴
木
　

恒
年
区
議
会
議

長
　
中
島
　
　
勇

「
2・
2・
2住宅プラン
」が

動き出します

公
有
地に
定期
借地
権を
設定し
た

「
2・
2・
2住宅
」の
建設
候
補地

と
住宅の
穐
類が
決ま
りまし
た
。

モ
デル
住
宅事
業とし
て
、次
の
3

つ
の異
なる
タイ
プの
住宅
の事
業を

推
進し
ます
。

▽
大
谷
田
五
r
日
…
戸
建
て
住
宅

▽
西
綾
瀬
二
T
目
…
共
同
住
宅

▽西
新
井四丁
目・・・コ
ーポラティ
ブ

住
宅
(建設
組
(‥方
式
)

今
後
の
尤
`
で
は
、
初
め
に
事
業
者

(実際に住宅の設計
、施工
、販売
、

管理等を行う
)の募集を行い事業

を実施し
、その後
、住宅購入を希
9

される方々
を募集するといった

一一段階の募集形態となります
。
J
I

ポラティブ住宅の場合は
、参加

希望者の募集を行います
。「事業

企両
プロ
ポーザル
」の実施につい

ては
、くわしく決まり次第お知ら

せする
f定です
。
問先
=住宅推

進室
　　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

足立区で　買おう　食べよう　頼もう
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

(
2
級
1
3
0時
間
コ
ー
ス
)

日
程
等
=
表
1
　
対
象
I
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
1
と
し
て
働
く
意
志
の
あ
る
方
お
よ

び
既
に
鋤
い
て
い
る
方
で
、講
習
期
間

中
全
日
を
と
お
し
て
受
講
で
き
る
K
内

在
住
・
在
勤
の
方
申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、氏
名
、
職
業
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
、「
ホ
1
ム
ヘ

ル
パ
ー
養
成
講
習
受
講
希
望
」
と
明
記

の
上
郵
送

※
2
団
体
の
う
ち
の
1
つ

の
み
応
募
。
複
数
応
募
お
よ
び
往
復
(

ガ
キ
以
外
で
の
応
募
は
無
効

問
先
U

高
齢
計・画
課
計
両
推
進
係

表1　ホームヘルパー養成講習日程等

※ 日 程は 変更 にな る 場合 があ りま す

区
立
保
育
園

パ
ー
ト
職
員
登
録
者
募
集

保
育
園
の
保
育
・
調
理
・
用
務
業
務

に
興
味
を
お
持
ち
の
方
の
登
録
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。勤
務
時
間
=
1
日

4
～
8
時
間
(
保
育
園
に
て
指
定
)

採
用
=
欠
貝
が
あ
り
次
第
連
絡
時
給

―
勤
務
時
間
帯
に
よ
り
匐
円
、鷂
円
、

勁
円
申
込
―
電
話
申
・
問
先
=
児

童
閥
整
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

保
育
園
に
通
っ
て
い
る
家
庭
だ
け
で
な

く
、
広
く
地
城
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し

め
る
よ
う
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
験
豊
か
な
公
立
、
私
立
保
育
園
の
職

員
が
対
応
し
ま
す
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
日
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
、午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
※
祝
日
は
除
く

実
施
保
育
園
n
公
立
・
私
立
保
育
・
園
全

園
相
談
方
法
―
電
話
ま
た
は
嚇
接

問
先
=
保
育
指
導
・
保
育
振
興
係

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
1月
1
3日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
。問
い
合
わ
せ
先

「
(
親
)
医
療
証
」
の
現
況
届
を

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
へ

(
親
)
現
況
届
の
提
出
期
限
は
R
月
2
7
日

で
し
た
。
現
況
凧
が
提
出
さ
れ
な
い
と
1
3

年
分
の
医
療
証
を
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、健
康

保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
至
急
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
(
9
月
2
8
冂
以
降
「(
親
)

医
療
証
」
を
申
請
し
た
方
は
、
今
年
は

現
況
届
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。

な
お
、現
況
。皿
提
川
後
に
保
険
証
が

変
わ
っ
た
方
は
。変
更
川
の
提
出
が
必

甓
で
す
。問
先
=
児
童
医
療
係

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

□
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
障
害
か
あ

り
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
竃

を
扶
養
し
て
い
る
方
=
・
知
的
障
害
で

「愛
の
手
帳
」I
～
3
度
/
身
体
障
害

で
「身
体
障
害
者
苳
帳
」1
・
2
級
/

脳
性
ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。児
童
が
施

設
入
所
し
て
い
る
場
介
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
手
当
月
額
=
1
万
5
千
9
円

□
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
震
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
(
身
体
障
害
耆
十
帳
I

～
3
級
程
度
ま
た
は
愛
の
手
帳
l
～
3

度
程
度
。1
・
2
度
は
診
断
書
が
不
要
)

を
も
つ
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

※

次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
…
所
得
が
限
度
額
以
上
/
児
童
が

施
設
に
入
所
し
て
い
る
/
児
童
が
障
書

を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
の
受
給
資
格

者

手
当
月
額
U
獸
度
・・・
5
万
1
千
S

円
/
中
度
・
:
3万
4
1
珈
円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問
先
l
児
童
手
当
係

福
祉
事
務
所
の
窓
口
案
内

福
祉
事
務
所
に
は
、
福
祉
に
関
す
る

総
合
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
く
な
る
な
ど
、
生
活

費
や
医
療
背
で
お
困
り
の
方
に
。
生
活

保
護
の
制
度
が
あ
り
、
和
酸
を
受
け
て

い
ま
す
。

□
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
(
お

お
む
ね
6
5歳
以
上
)
の
介
護
保
険
に
関

す
る
嘔
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、

日
常
生
活
用
具
の
給
付
、
住
宅
改
修
な

ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、補
装
具
、

更
生
医
療
、
日
常
生
活
用
共
や
住
宅
設

備
改
善
費
の
給
付
。
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
の
み
に
は
、

中
部
福
祉
嘔
務
所
で
毎
週
木
曜
卜
の
午

後一
時
～
4
時
に
手
話
通
訳
者
が
相
談

の
お
f
伝
い
を
し
ま
す
。

□
知
的
障
害
の
あ
る
方

愛
の
予
帳
の
交
付
、
知
的
陣
害
者
(

児
)
の
援
護
施
般
へ
の
入
所
一
通
所

な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
f
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
貸
し
付
け
、
母
子
生

活
支
援
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
捐
疋
の
国
民
宿
舎
な

ど
を
年
2
泊
、低
額
な
料
金
で
提
供
す

る
「ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
1
ム
1
-
の

制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

□
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
場
合
な
ど
、

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
女

性
を
対
象
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
…
家
庭
相
談
貝
が
家
庭
内

の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
て
い
ま
す

▽
児
嗷
相
談
…
子
ど
も
の
養
育
や
障
害

な
ど
の
問
題
に
っ
い
て
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。ま
た
、東
部
・
西
部
f
北
部

の
福
祉
事
勧
所
で
は
毎
週
木
曜
日
の
午

前
9
時
～
£
午
に
児
童
福
祉
司
が
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な
理

山
で
川
産
費
用
を
支
払
う
こ
と
が
困
雌

な
場
合
、無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で
入

院
・
出
産
の
で
き
る
「入
院
助
産
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、病
院
が
指
定

と
な
り
ま
す
。対
象
=
妊
娠
7
ヵ
月

以
上
の
K
民
/
医
療
保
険
の
出
産
給
付

金
が
3
0万
円
未
満
で
前
年
分
所
得
税
が
1

万
6
千
劭
円
以
下
の
世
帯

※
い
ず

れ
も
、
く
わ
し
く
は
福
祉
嘔
務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い

問
先
U
各
福
祉
事

務
所
(
表
2
)

表2　福祉事務所一覧

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

通
所
者
募
集
と
専
門
相
談

□
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者
募
集

脳
卒
中
や
事
故
、難
病
な
ど
で
身
体

が
不
a
由
に
な
り
、リ
(
ビ
リ
訓
練
を

希
望
す
る
方
に
次
の
よ
う
な
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。お
気
催
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。対
象
=
1
5
歳
以
上
で

心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
区
民
(
お
お

む
ね
6
5
歳
ま
で
)
　
訓
練
内
容
=
ま
ひ

の
あ
る
手
足
だ
け
で
な
く
身
体
全
体
の

機
能
を
最
大
限
に
生
か
す
リ
(
ビ
リ
訓

練
/
言
葉
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
言

語
訓
練
厂
再
発
防
止
の
た
め
の
健
康
管

理
丿家
事
・
虹
衣
・
入
浴
な
ど
の
動
作

訓
練
/
補
装
具
・
自
助
具
な
ど
の
紹
介

や
作
成
/
外
出
馴
練
や
交
通
機
関
利
用

訓
練
/
手
芸
・
陶
芸
な
ど
趣
味
開
拓
/

就
労
に
向
け
て
の
援
助

※
送
迎
バ
ス

も
利
用
で
き
ま
す

□
障
害
に
関
す
る
専
門
相
談

理
学
療
法
h

、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
、
看
護
士
な
ど
の
専
門
職
貝
が

様
々
な
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

―
脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
な
ど
で
障
害

を
お
持
ち
の
み
(
ま
た
は
そ
の
家
族
の

方
)
　
相
談
内
容
U
身
体
機
能
に
関
す

る
相
談
/
言
語
機
能
、
聴
覚
機
能
に
関

す
る
相
談
/
袖
装
具
、
自
助
具
に
関
す

る
相
談
/
福
祉
用
具
に
関
す
る
相
談
ノ

進
路
・
就
労
に
関
す
る
相
談
な
ど

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
・
申
・
問
先
=
▽
国
道
4
号
線
の
東

側
お
よ
び
千
佳
地
区
の
方
…
東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
国
道
4
号
線
の
西
側
お
よ
び
宮
城
・

小
台
・
新
田
地
区
の
方
・
:西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー(

3
8
5
3
)
0
6
3
2

選
挙
豆
知
識
投
・
開
票
所
に
は
こ
ん
な
も
の
が

こ
れ
だ
け
あ
り
ま
す

先
の
衆
譲
院
議
貝
選
挙
で
足
立
区
で

は
、
投
票
所
を
7
5力
所
、
開
票
所
は
2

ヵ
所
設
置
し
ま
し
た
。

各
投
票
所
に
は
、
選
挙
に
必
要
な

色
々
な
物
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
主
な
物
品
の
総
数
は
、
鉛
筆
が
5

千
摺
本
、
は
さ
み
が
迎
J
、
投
票
記

皸
台
が
9
1
4
台
、
投
票
箱
が
匐
箱
な
ど
で

す
。

ま
た
、
開
票
所
に
は
、
投
票
川
紙
を

束
ね
る
た
め
の
輪
ゴ
ム
を
約
1
。
2㎏
、
得

票
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
赤
ボ
1
ル

ペ
ン
を
約
千
本
用
意
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
投
票
所
に
は
、
車
い
す
・

点
字
器
・
文
鎮
・
老
眼
鏡
な
ど
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
係

貫
に
声
を
か
け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
―
選
挙
管
理
委
貝
会
嘔
務
局

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

部
落
差
別
の
歴
史
②

民
衆
の
力
を
知
っ
て
い
た
戝
臣
秀
占

は
「
刀
狩
り
」
に
よ
り
刀
や
槍
と
い
っ

た
武
器
を
取
り
L
げ
、「
検
地
」
に
よ

っ
て
農
民
が
土
地
を
離
れ
る
こ
と
を
禁

じ
る
こ
と
で
、
武
士
と
農
民
・
町
人
と

を
は
っ
き
り
分
け
、
近
世
封
建
社
会
の

幕
礎
を
築
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
政
策
は
、
徳
川
幕
府
に
よ

っ
て
さ
ら
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

全
入
口
の
約
7
%
し
か
い
な
い
武
士

陪
級
が
、
圧
倒
的
多
数
の
民
衆
を
支
配

で
き
た
の
は
、
武
力
を
独
占
で
き
た
こ

と
で
す
。
こ
の
武
力
を
も
と
に
、
制
度

や
法
律
を
つ
く
り
ま
し
た
。

民
衆
が
結
束
し
、
武
士
に
反
抗
す
る

こ
と
を
防
ぐ
仕
組
み
と
し
て
作
っ
た
新

し
い
身
分
制
度
も
そ
の
一
つ
で
す
。

そ
し
て
そ
の
過
程
で
歴
史
的
、
社
会

的
経
緯
で
差
別
さ
れ
て
い
た
入
々
も
賎

民
身
分
と
し
て
固
定
化
し
、
様
々
な
入

々
を
そ
こ
に
組
み
込
み
ま
し
た
。
こ
の

入
々
は
居
住
地
は
も
ち
ろ
ん
、
職
業
や

服
装
、
交
際
な
ど
の
生
活
全
般
を
制
限

さ
れ
、
村
の
行
事
か
ら
排
除
さ
れ
る
な

ど
の
差
別
を
受
け
ま
し
た
。

こ
う
し
て
幕
府
は
、
民
衆
の
持
っ
て

い
る
差
別
意
識
を
利
用
し
、
違
和
感
や

差
別
感
を
募
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で

す
。
結
果
と
し
て
「
権
力
」
か
ら
だ
け

で
は
な
く
、
民
衆
か
ら
も
と
い
う
一
一重

の
差
別
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和
対

策
へ

補
装
具
相
談
を
行
い
ま
す

K
内
在
住
の
身
体
障
害
者
の
方
々
を

対
象
に
袖
装
具
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
=
1
1
月
2
9
日
Ⅲ
、
午
後
1
時
3
0
分

～
4
時
3
0
分
場
所
=
千
住
庁
舎
申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ
　
※
補
装
具
の

交
付
、
再
交
付
、
修
理
を
希
望
の
方
は

亊
前
に
福
祉
事
務
所
で
の
申
請
が
必
饗

で
す

問
先
―
東
部
障
害
禍
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

3
8
5
3
)
0
6
3
2

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
開
設
し
ま
す

1
3年
4
月
に
2
ヵ
所
の
特
別
養
護
老

λ
ホ
ー
ム
が
開
設
し
ま
す
。
人
所
の
受

け
付
け
な
ど
、
く
わ
し
く
は
各
絢
設
に

お
問
い
介
わ
せ
く
だ
さ
い
(
表
3
)
。

問
先
=
高
齢
計
画
課
耐
画
推
進
係

表3　特別養護老人ホーム施設一覧
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心
の
健
康
づ
く
り
区
民
講
座
(
4
回
シ
リ
ー
ズ
)

「
や
め
ら
れ
な
い
!
と
ま
ら
な
い
!
私
の
ビ
・
ョ
・
ウ
・
キ
」

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
な
ど
様
々
な
依

存
症
に
閔
す
る
講
演
で
す
。
心
の
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

程
等
U
表
4
場
所
=
K
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

申
込
l
電
話

申
・
問
先
―
保

健
計
画
推
進
係

表4　区民講座日程

※ いずれも時間は午後2時～4時

健
康
大
学
　こ
こ
ち
よ
さ
の
追
求

―
コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
―

カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
固
く
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
?
心
身
の
健
康
回
復
を
シ
リ

ー
ズ
で
勉
強
し
ま
す
。日
程
等
n
表

5
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
定
員
=
4
0
入
(
先
着
順
)
　
費

用
=
無
料
申
込
=
電
話
場
・
申
・

問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

地
城
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2
(

直
通
)

表5　健康大学一覧

※ 3日制、いずれも時間は午後1時30分～3時30分

ワンポ イント 健康術

【肩甲骨と骨盤をよく動かしましょう③】

肩甲骨と骨盤の麈1きを良くし。正常な位置に保つことで、姿勢が良くな
り、l 冐こりゃ腰痛になりにくい休をつくることができます。
前回 までに紹介した、両 手両ひ ざをついた姿幼での「肩甲骨と骨髄lの動
き」を今回は立位で行います。これは。・S刈立・J呶位の郤ぎ勢改善に効果的で、H
冫霧自りに行うことのできる運動です。
卜記の動きを深l乎吸するように、ゆっくり大きく鼻蘗り返し、少しずつ動
きを広げていきましよう。

A。「おじぎ」と「うしろ反り」
①あごを引き、大きく息を吐きなが
ら、お腹をへこますように背中を
丸めていきます( 骨盤後傾)。
両手を前に出し、予の甲を内側に
向け、肩甲骨 を外側に開くように
憲識してください。
②顏を土。げ、息を吸いながら胸を張
り、首をすくめないように腰を反
らしていきます( 骨盤前傾)。
両手を後ろに引き、手の平を外側
に向け、肩甲骨を内側に寄せるよ
うに意識してください。
→　10回X2 セット

A① A②

B。 腕を上げて
「おじぎ」と( うしろ反りJ
①ひじを曲げ、両腕を肩の鳥さに保
ちながら、A の①②と同じように
動かします。

②両腕を・匕げたまま、A の( Bかと同
じように動かします。
→　各10回× 2 セット

※ 腕を・11げ、肩甲骨の位概を変えて
運動することにより、肩関節の励
きが良くなります

B①

B②

《体育振興担当課 　　3859- 3422　協力: 生涯学習振興公社》

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
歯
周
病
予
防
教
室
(
3
日
制
)

「暮
ら
し
の
お
し
ゃ
れ
・
歯
の
健
康
」　

歯
周
病
予
防
の
最
新
情
報
を
知
り
、

大
切
な
歯
を
失
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
、お
し
や
れ
感
覚
で
「歯

の
健
康
づ
く
り
」に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。日
程
等
=
表
6
定
員
=

4
0入
(
先
着
順
)

□
精
神
保
健
講
演
会
「う
う
」を
治
す
　
　

「う
つ
」は
と
て
も
つ
ら
い
状
態
で

す
が
、き
ち
ん
と
し
た
治
療
に
よ
っ
て

回
復
に
む
か
い
ま
す
。専
門
医
か
ら
最

新
の
治
療
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。日

時
1
1
1
月
2
8
日
内
午
後
2
時
～
4
時

講
師
=
大
野
裕
氏
(
慶
応
義
塾
大
学
精

神
神
経
科
講
師
)
　
定
員
n
恥
入
(
先

着
順
)

□
乳
が
ん
手
術
後
ま
も
な
い
方
の
交
流

会
乳
が
ん
手
術
後
は
不
安
が
い
っ
ぱ
い

で
落
ち
込
み
が
ち
で
す
。同
じ
体
験
を

し
た
も
の
ど
う
し
、ま
た
、ち
ょ
っ
と

先
輩
と
い
っ
し
ょ
に
語
り
合
い
ま
せ
ん

か
。日
時
-
1
2
月
1
日
吻
、午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
定
員
=
5
0
人

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料
　
申
込
=
電
話
場
・
申

・
問
先
1
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表6　歯周病予防教室日程表

※ いずれも時間は、午後1時30分～3時30分

1
歳
児
子
育
て
ク
ラ
ス

1
歳
ご
ろ
は
自
我
が
芽
生
え
、た
く

ま
し
く
成
長
し
て
い
く
時
期
で
す
。こ

れ
で
い
い
の
か
な
、こ
ん
な
と
き
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
な
と
お
悩
み
の
方
、

子
育
て
の
大
変
さ
を
分
か
ち
合
い
、親

子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。日
時
=
H
月
3
0
日
宋
、午
前

1
0時
1
5分
～
1
1時
3
0分

場
所
n
東
和

セ
ン
タ
ー

対
象
―
東
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
1
管
内
在
住
の
I
歳
半
～
2
歳
児

を
も
つ
親
と
子
内
容
=
プ
ロ
が
教
え

る
子
育
て
の
コ
ツ
～
ほ
め
方
、し
か
り

方
、あ
そ
び
方
～
講
師
=
藤
谷
幸
江

氏
(
綾
瀬
福
祉
園
園
長
)
　
定
員
=
3
0

組
(
先
着
順
)
　
申
込
=
電
話
申
・

問
先
u
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

精
神
障
害
者
都
営
交
通
乗
車
証
が

発
行
さ
れ
ま
す

都
で
は
、都
電
、都
バ
ス
、都
営
地

下
鉄
が
利
用
で
き
る
無
料
乗
車
証
を
発

行
し
ま
す
。対
象
=
都
内
在
住
の
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
(

シ
ル
バ
ー
パ
ス
・
そ
の
他
無
料
乗
車

証
の
所
持
者
は
除
く
)
　
持
参
す
る
も

の
U
①
稲
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
発
行
手
数
料
千
円

申
・
発
行
先
H
2
3
K

内
都
電
、
都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄

の
定
期
券
発
売
所
の
う
ち
3
2ヵ
所
ほ
か

マ
区
内
発
行
所
・
=
荒
川
土
手
操
作
場
(

江
北
2
ム
…一
1
1
4
)

(
3
8
5
6
)
6
9
3
7

※
区
内
の
保
健
所
、保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
　
問
先
=

都
・
衛
生
局
精
神
保
健
福
祉
課

(
5
3
2
0
)
4
4
6
1

ま
た
は
区
・
母
子
保
健
係

区
立
施
設
の
使
用
料
が
減
免
さ
れ
ま
す

区
内
の
各
施
設
を
使
用
す
る
際
、各

種
障
害
者
手
帳
な
ど
を
提
示
す
る
こ
と

で
入
場
料
や
駐
車
料
金
な
ど
が
減
免
さ

れ
ま
す
。く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。対
象
=
身
体
障
害
考
手

帳
、
愛
の
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
の
所
持
者
灰
内
在
住
、在
勤
、

在
学
の
み
)
と
所
持
者
に
対
し
て
介
護

者
1
入

※
駐
車
場
は
、
手
帳
所
持
者

が
乗
車
し
て
い
る
自
動
車
が
減
免
対
象

対
象
施
設
・
問
先
n
表
7

表7　区内減免施設一覧

精
神
保
健
福
祉
の
つ
ど
い
・

イ
ン
あ
だ
ち

「理
解
」と
「安
心
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
心
を
病
む
入
々
が
地
域
で
と
も

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
考
え

ま
す
。
日
時
u
H
月
3
0
日
㈲
午
後

1
時
～
4
時
3
0
分
場
所
―
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル
内
容
等
=
基
調
報
告
/
講

演
「
足
立
区
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
実
践
と
課
題
」
/
障
害
者
に
よ
る
ギ

タ
ー
演
奏
λ
品
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「地
域
で
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
」な
ど
費
用
u
無
料
申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ
問
先
―
あ
し
な
み
会

事
務
局
?
3
8
8
8
)
1
4
7
0

ま
た
は
母
子
保
健
係

痴
ほ
う
講
演
会

～
よ
り
よ
く
介
護
す
る
工
夫
～

介
護
を
1
人
で
す
る
の
は
ス
ト
レ
ス

の
も
と
。介
護
者
の
対
応
の
仕
方
で
負

担
が
軽
く
な
り
ま
す
。い
っ
し
ょ
に
勉

強
し
ま
し
ょ
う
。日
時
=
1
2
月
7
日

困
、午
後
2
時
～
4
時
対
象
=
痴
ほ

与
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
、
み
と

っ
た
家
族
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方

講

師
=
永
田
久
美
子
氏
(
高
齢
者
痴
呆
介

護
研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー
講
師
)
　
定

員
u
3
0
人
(
先
着
順
)
　
申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

介
護
保
険
制
度
勉
強
会
を

計
画
し
て
み
ま
せ
ん
か

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
半
年
が
経

過
し
ま
し
た
。1
0月
か
良
一一
歳
以
上
の

方
か
ら
の
介
護
保
険
料
納
付
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。制
度
の
内
容
や
申
請
方
法
、

保
険
料
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や
勉
強

し
た
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

町
会
・
自
吏
″・
サ
ー
ク
ル
な
ど
で

勉
強
会
等
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。
開
催

の
際
に
は
、
介
護
保
険
課
職
員
が
説
明

し
、
皆
さ
ん
の
質
問
な
ど
に
も
お
答
え

し
ま
す
。

1
1月
か
ら
1
3年
3
月
の
問
の
平
日
・

土
日
の
日
中
・
夜
間
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
原
則
2
0入
以
上
の
方
の
勉
強
会
等

に
は
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
す
る
町
会
・
自
鰻
'
・
サ
ー
ク

ル
な
ど
は
、
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
介
護
保
険
課

11月23日( 木)は

足立銭湯の 日

( 勤 労感謝の日)

大人200 円 、中λ ( 小学 生) 50
円 、小入( 幼 児) 無 料で区

内の各銭湯が利用できます。
問先=衛生管理課衛生管理係
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住み続けることのできる
まちをめざして

持続可能な地域づくり

区では、常磐新線、日暮里・舎人線の建設や再開発事業、大規模工場跡地の活用など、

新しいまちの形成が期待されています。その一方では、少子・高齢化が深刻な問題となり、

子育て支援や介護保険の対策が急務となっています。また、大型店の出店や社会の急激な

変化により、身近なふれあいの場として栄えてきた商店街の活力が低下しています。

このようなときこそ、区民が安心して住み続けることのできる地域のコミュニティを核

としたまちづくりが重要となってきます。

地
区
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り

区
で
は
、
区
内
を
7
0
の
地
区
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
に
「
地
区

環
境
整
備
計
画
」
を
つ
く
り
、
皆
さ
ん

に
提
案
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
あ
く
ま
で
も

区
が
考
え
た
行
政
計
画
で
す
。
実
際
の

地
区
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
に
は
、
地
域
住
民
の
方
の

参
加
と
皆
さ
ん
の
手
に
よ
る
計
画
修
正

が
必
要
で
す
。
こ
の
整
備
計
画
を
た
た

き
台
に
、
皆
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
「
地

区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」を

作
成
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
区
民
と
行
政
か
ま

ち

づ
く
り
に
閥

す
る
情
報
を
共

有
し
、

共
通
の
価
値
観
を
も
っ
て
、
地
区
ご
と

の
ま
ち
づ
く
り
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
を
愚
め
て
い
く
に
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
か

不
可
欠
で
す
。
区
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
区
民
参
加
を
確
立
す
る
た

め
、
昭
和
5
8
年
に
「
足
立
区
ま
ち
づ
く

り
推
地
要
綱
」
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の

要
綱
で
、
区
と
区
民
と
の
パ
イ
プ
役
と

な
る
区
民
代
表
の
「
ま
ち

づ
く
り
推
進

委
員
」
と
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
で
あ

る
「
ま
ち
づ
く
り
カ
ウ
ン
セ
ラー
」
を

定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
・
ま
ち
づ
く
り

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
地
域
に
派
遣
さ
れ
、

地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
作
成
や
佃
川

事
業
の
協
議
会
に
参
画
し
、区
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て

い
き
ま
す
。

あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
&

あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
講
演
会1

1
月
2
3
日
(
祝
)

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

今
年
で
1
3
回
目
を
迎
え
る
「
あ
だ
ち

ま
ち
づ
く
り
フ
ォー
ラ
ム
」
は
、
「
ま

ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
講
演
会
」
と
合
同

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
午
前
の
部
は
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
委
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

か
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
て
い
る

グ
ル
ー
プ
が
、様
々
な
視
点
か
ら
日
ご

ろ
の
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
す
。午
後

の
部
は
、
〝早
稲
田
の
ま
ち
を
変
え
る
、

商
店
街
を
変
え
る

、
も
う
か
る
ま
ち
を

づ
く
る
〟を
実
践
し
、全
国
各
地
の
講

演
会
で
活
躍
し
て
い
る
安
井
潤
一
郎
氏
(
早

稲
田
商
店
会
会
長
)

を
迎
え

、
ト

ラ
ス
ト
講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す

。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
ま
す

。

こ
こ
で
は
、当
日
発
表
す
る
4
つ
の

ま
ち
づ
く
り
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す

。

あだちまちづくりフォーラム・トラスト講演会

多
世
代
居
住
の
住
環
境
整
備
の
あ
り
方

【
住
ま
い
づ
く
り
研
究
会

】

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、

「住
ま
い
」は
た
れ
も
が
一
番
関
心
を

持
つ
事
で
す
。当
研
究
会
で
は
、前
年

度
は
「所
有
か
ら
利
用
へ
の
住
ま
い
づ

く
り
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「地
域
に
長

く
住
み
続
け
ら
れ
る
住
ま
い
づ
く
り
」

や
「共
有
空
閥
」を
研
究
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
「つ
く
ば
方
式
を
利
用
し

た
定
期
借
地
権
(
注
1
)
付
住
宅
」な

ど
の
住
ま
い
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行

い
、複
数
の
川
住
者
が
計
画
の
段
隔
か
ら
話
し
合
い

な
が
ら
建
設
す
る
共
同
住
宅

(
コ

ー
ボ

ラ
テ

ィ

ブ

住
宅
)

に

よ

る

住
ま
い
づ
く
り
を
提
案
し
ま
す
。そ
し
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
的
な

住
ま
い
づ
く
り
や
多
世
代
仕
居
の
住
環

塊
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、区
民
の

皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
ま

す

。

(
注
1
)
定
期
借
地
権
…
平
成
4
年
8

月
の
改
正
借
地
借
本
法
に
よ
り
新
た
に

剛
設
さ
れ
た
借
地
権
制
度
。
一
般
・
事

業
用
・
建
物
譲
渡
特
約
付
の
3
種
類
が

あ
り
、
契
約
吏
新
は
な
く
、
定
め
ら
れ
た
契
約
期
間

て
確
定
的
に
賃
貸
借
契
約

が
終
了
す
る

資
源
循
環
・
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
体
系
・
自
然
と
の
共
生

【
環
境
と
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
】

「
環
境
」
を
切
り
口
に
し
て
、
〝
資

源
循
環
〟
〝
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
体
系
〟
〝
自

然
と
の
共
生
〟
を
テ
ー
マ
に

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。資
源
循
環
で

は
、
「古
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
」を
取
り
上

げ
、地
域
に
残
る
哽
史
的
建
造
物
や
親

し
ま

れ
て
き
た
風
景
を
後
世
に
引
き

継
い
で
い
ぐ
手
法
に
つ
い
て
提
案
し
ま

す
。

ま
た
、環
境
に
や
さ
し
い
交
通
体
系

で
は
、安
心
し
て
歩
け
る
道
づ
く
り
に

つ
い
て
、区
民
の
目
線
か
ら
の
検
討
を

行
い
ま
す
。さ
ら
に
、自
然
と
の
共
生

で
は
、樹
林
を
「公
共
財
」と
し
て
と

ら
え
、保
全
に
つ
い
て
検
討
を
凧
ね
ま

し
た
。樹
林
の
存
在
を
地
域
が
理
解
し
、

支
え
合
う

し
く
み
づ
く
り

を
考
え
ま

す
。

ひ
と
、
資
源
を
生
か
せ
る
ま
ち
づ
く
り

【
地
域
商
業
と
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
】

私
た
ち
の
研
究
会
で
は
、昨
年
度
、

地
域
商
業
が
持
つ
べ
き
役
割
を
掘
り
下

げ
、ま
ち
に
あ
た
え
る
影
響
や
本
来
の

あ
る
べ
き
姿
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
た
な
ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

の
た
め
に
、地
域
か
ら
の
情
報
発
信
を

と
お
し
て
〝ま
ち
を
創
る
ひ
と
、街
の

ブ
ラ
ン
ド
を
探
る
〟を
視
点
に
研
究
を

遇
め
て
い
ま
す
。地
域
内
に
住
む
職
人

の
方
や
起
葉
家
と
い
う
地
域
の
財
産
を

生
か
し
、ま
た
、商
店
街
を
と
お
し
て

環
境
に
や
さ
し
い
製
品
開
発
や
リ
サ
イ

ク
ル
へ
の
取
り
組
み
を
研
究
す
る
中
で

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
掘
を
し
、
「足

立
ブ
ラ
ン
ド
」を
め
ざ
し
た
情
報
を
発

付
し
ま
す

。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

【
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る
会
】

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
必
要
で
す
。
私

た
ち
の
研
究
会
は
、
2
1
世
紀
の
ま
ち
づ

く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
テー
マ
に
「
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
」
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
モ
デ
ル
地
区
を
選
定

し
、
実
例
の
中
か
ら
具
体
的
に
検
証
・

提
言
を
行
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

支
え
る
組
織
の
状
況
や
役
割
、
地
域
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
、
さ

ら
に
は
非
常
時
に
お
け
る
協
働
体
制
な

ど
、
昔
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
を
深
め
る

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
」
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

一
人
ひ
と
リ
の
心
が
け
が

環
境
を
守
り
ま
す

「ちよっとだけ…」

「面倒くさい…」

放置したあなたの自転車が

まちの大きな迷惑に

区
で
は
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m
以

内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
禁
止
区
域
内
に
放
置
さ
れ

た
自
虹
車
は
、
区
で
撤
去
し
て
自
転
車

移
送
所
に
運

び
休
管
し
て
い
ま
す
。
自

転
車
を
引

き
取
る
と
き
に
は
、
撤
去
料

と
し
て
2
千
円
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た

、
撤
衣
後
2
ヵ

月
を
過
ぎ
る

と
処
分
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。最

近
、
盗
難
自
転
車
の
駅
前
放
置
が

増
え
て
い
ま
す
。
自
転
車
が
盗
ま
れ
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
驚
察
に
盗
餓
届
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
撤
去
日
以
加
に
盗
難

頏
を
出
し
て
い
る
場
合
は
、
撤
去
料
を

免
除
し
ま
す
。
自
転
車
に
は
防
犯
登
録

を
す
る
と
と
も
に
、
住
所
と
名
前
を
記
入

し
、
か
ぎ
を
二
重
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

□
区
営
自
転
車
駐
車
場

千
住
人
橋
駐
車
場
(
千
住
橋
戸
町
8
-
5
)
　
　

(
3
8
8
2
)
6
4
4
9

□
放
置
自
転
車
移
送
先

中
央
本
町
移
送
所
(
足
立
4
-
1
6
-
1
9

先
)

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

千住大橋駅周辺自転車放置禁止区域

空
気
を
き
れ
い
に
!

冬
期

自
動
車
排
出
ガ
ス
対
策

冬
は
、
人
気
中
の
二
酸
化
奈
素
等
の
濃

度
が
高
ま
る
時
期
で
す
。
そ
の
主
な

原
因
は
、
自
動
車
か
ら
の
排
出
ガ
ス
で

す
。
こ
の
た
め
、
東
京
都
・
2
3
区
・
2
7

巾
・
西
多
摩

郡
3

町
1

村
か

協
力
し

て
、
1
1月
か
ら
1

月
ま
で
次
に
札

げ
る

自
動

車
使
用
抑
制
な
ど
の
取
び
組
み
を

行
っ
て

い
ま
す
。

▽
自
助
車
使
用
の
抑
制
を
し
ま
し
ょ
う

▽
水
曜
ク
リ
ー
ン
キ
ッ
プ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

▽
水
曜
バ
ス
環
境
切
符
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

▽
環
境
に
配
慮
し
た
「
自
動
車
使
用
に

関
す
る
東
京
ル
ー
ル
」に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う

【ル
ー
ル
1
】
自
動
車
の
使
用
を
減
ら

す
・
・
・
マ
イ
カ
ー
で
の
通
勤
、
社
有
車
の

自
七
持
ち
帰
り
は
極
力
や
め
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
/
貨
物
自

動
車
は
勧
串
的
に
運
行
し
ま
し
ょ
う

【
ル
ー
ル
2
】
低
公
害
な
自
動
車
を
便

用
す
る
・
・
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
環
境
へ
の

影
響
が
大
き
い
た
め
、ガ
ソ
リ
ン
車
な

ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

【
ル
ー
ル
3
】
環
境
に
や
さ
し
い
運
転

な
ど
を
行
う
…
不
変
な
ア
イ
ド
リ
ン

グ
、空
ぷ
か
し
や
忽
発
進
、急
加
速
、

急
ブ
レ
ー
キ
は
や
め
ま
し
ょ
う
/
点

検
・
整
備
を
き
ち
ん
と
し
、黒
煙
の
排

出
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
/
違
法
な
路
上

駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
/
環
境
濃
度

の
高
ま
る
冬
期
の
自
動
車
使
用
は
控
え

ま
し

ょ
う

問
先
=
都
・
交
通
量
対
策
課

(
5
3
8
8
)
3
5
2
5
(

直
通
)

ま
た
は
区
・
環
境
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

フ
ロ
ン
の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

区
で
は
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た
め
、フ

ロ
ン
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。フ
ロ
ン

は
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し
、そ
の
結
果
有

害
紫
外
線
が
増
え
、皮
膚
が
ん
や
そ
の

他
い
ろ
い
ろ
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
、自
動
車
を

廃
棄
す
る
と
き
は
、引
き
取
り
先
に
必

ず
フ
ロ
ン
回
収
を
し
て
か
ら
処
分
す
る

よ
う
碓
認
し
て
く
だ
さ
い
、

区
内
で
フ

ロ
ン
回
収
を
し
て

い
る
廃

棄
初
処
理
衆
者
は
次
の
と
お
り
で
す

。

▽
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫

都
清
細
㈱

(
3
6
0
6
)
0
1
3
5

東
栄
興
業
㈱

(
3
8
9
7
)
8
6
0
6

▽
エ
ア
コ
ン
の
み

産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
7
)
0
2
3
6

問
先
=
環
境
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

入
選
者
発
表

交
通
安
全
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
・
作
文

コ
ン
ク
ー
ル

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
紅
年
、小
・
中

学
生
を
対
象
に
交
通
安
全
に
つ
い
て
考

え
、広
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て

い
ま
す
。今
年
は
6
0
校
、1
千
1
2
9

点
の
応
募
が
あ
り

、
畉
正
な
審
査
の
結

果

、
次
の
方
々
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た

。(
敬
称
略
)

▽
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
【金
賞
】1
4

人木
内
章
人
(
千
寿
桜
小
)
/
江
連
汐
里

(
占
千
谷
小
)
/
西
嶋
希
琳
(
中
島
根

小
)
/
佐
藤
友
什
(
加
平
小
)
/
稲
見

正
人
(
五
反
野
小
)
/
飯
村
咲
紀
(
青

井
小
)
/
今
井
美
穂
(
綾
瀬
小
)
/
伊

藤
梨
花
子
(
東
渕
江
小
)
/
山
本
忠

(
花
保
小
)
/
田
中
洋
平
(
渕
江

小
)
/
土
田
梨
絵
(
伊
興
小
)
/
田
村
千

枝
(
第
四
中
)
/
鈴
木
奈
々
(
第
十
二

中
)
/
小
高
愛
(
第
十
ニ
中
)

▽
作
文
の
部
【金
賞
】2
人

本
郷
舜
哉
(
寺
地
小
)
/
堀
金
希
(
粟

鳥
中
)

※
「
図
画
・
ポ

ス
タ
ー
の
部
」
「
作
文

の
部
」
と
も
に
銀
賞
・
銅
賞
も
多
数
選

ば
れ
ま
し
た

□
作
品
展
示

期
間
=
1
1
月
2
1
日
～
2
8
日
　
場
所
=
区

役
所
1
階
ロ
ビ
ー
　
※
金
責
を
受
賞
し

た
作
文
は
1
1
月
2
4
日
の
環
境
づ
く
り
区

民
大
会
(
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
)
で
朗

読
さ
れ
ま
す

問
先
=
交
通
安
全
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

鹿
浜
区
民
農
園

利
用
者
募
集

募
集
農
園
=
鹿
浜
区
民
農
園
(
鹿
浜
8

-
1
-
1
)
　
※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。車
で
の
来
園
は
禁
止
　
募
集
区
画

数
=
3
7
区
画
(
前
回
倍
率
2
・
8
9
)
　
※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。鹿
浜

を
除
く
1
9
農
圃
の
募
集
は
、1
3
年
1
0
月
予
定
。

利
用
期
間
は
1
4
年
3
月
か
ら
約

2
年
間
の
予
定
　
利
用
期
間
=
1
3
年
3

月
上
旬
～
1
4
年
2
月
中
旬
(
予
定
)

対
象
=
区
内
在
住
で
耕
作
地
が
な
く
、

利
用
刈
間
を
と
お
し
て
耕
作
で
き
る
世

帯
　
※
現
在
区
民
農
剛
を
利
用
し
て
い

る
世
帯
は
申
し
込
み
不
可
　
栽
培
条

件
=
野
菜
・
花
類
で
周
囲
に
迷
惑
の
か

か
ら
な
い
作
初
に
限
る
　
費
用
=
5
千

円
　
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
、申
込
者

の
住
所
、氏
名
(
ふ
り
か
な
)
、同
居

す
る
世
帯
全
員
の
氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
(
自
宅
お
よ
び
平
日
昼
間
に
連
絡

可
能
な
番
号
)
を
明
記
。な
お
、申
し

込
み
者
が
6
0
歳
以
上
の
場
合
は
抽
迦
で

優
遇
し
ま
す
。
「高
齢
者
コ
ー
ナ
ー
希

望
」と
赤
字
で
紀
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
1
世
帯
1
通
に
限
る

(
同
居
の
場
合
は
1
世
帯
と
み
な
し
ま

す
)
。皿
複
や
他
人
名
義
で
の
申
し
込

み
は
無
効
。今
回
当
選
し
た
世
帯
は
次

回
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
　
期

限
=
1
2
月
1
日
消
印
有
効
　
公
開
抽

選
=
1
2
月
1
1
日
剛
、午
町
1
0
時
、区
役

所
1
3
階
会
議
室
　
当
遇
者
の
受
付
=
他

人
名
義
の
不
正
申
し
込
み
防
止
の
た

め
、1
3
年
1
月
中
旬
区
役
所
で
、本
人

に
利
用
申
哨
舎
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。そ
の
際
に
申
込
者
本
人
を
確
認

で
き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
)
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。く
わ
し
く
は
当
選
通
知

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
申
・
問
先
=

農
産
係
　
〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町

1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

あなたの相談室 場所=区役所北館2階　費用=無科
問先=広聴相談係　　3880- 5111㈹

秘密厳守

※ 土曜・日曜・祝日はお休みです
◎ 住宅修繕をお考えの方へ… 区内建築業者の連合団体を紹介しています。電話でお

申し 込 みく ださ い

学

校ア
ル

バ

ム

桜花小学校
花畑6- 4- 6

【自
然
も
図
書
も
大
好
き
で
す
】

本
校
は
、花
畑
東
小
学
校
と
桑
袋
小

学
校
が
統
合
し
、で
き
て
か
ら
4
年
目

の
学
校
で
す

。

▽
隣
の
公
園
は
自
然
の
教
室

校
庭
の
南
と
瓜
側
に
続
く
公
剛
で

は
、9
月
中
ご
ろ
か
ら
シ
イ
の
実
が
落

ち
如
め
、1
、2
年
が
生
活
科
の
秋

探
し
の
学
習
を
行

い
ま
し
た

。

ま
た
、近
隣
の
方
の
ご
厚
麗
で
、学

校
近
く
の
畑
の
一
部
を
お
借
り
し
て

ジ

ャ

ガ
イ
モ
の
栽
培
や
ナ
ス

、
サ
ッ
マ
イ

モ
の
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た

。

▽
毎
朝
の
1
0
分
間
読
書

1
年
生
は
先
生
か
ら
本
を
読
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
ご
ろ
は
自

分
た
ち
で
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。全
員
が
自
分
の
好
き
な
本
を
読

み
、親
し
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
応
援
で
、休
み

時
間
の
読
み
聞
か
せ
や
図
書
の
整
理
を

し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す

。

□
小
島
俊
子
校
長
か
ら

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
で
は
、自
分

で
考
え
、行
動
で
き
る
刊
断
力
や
互
い

に
和
手
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
心
を
も

っ
た
子
ど
も
を
方
て
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、家
庭
・
地
域
の

方
々
と
協
力
し
て
、人
間
と
し
て
の
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
、
や
さ
し
さ
に
つ
い
て

体
験
を
と
お
し
て
学
ば
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

運
動
会
の
日
、
隣
の
あ
い

ぐ
み
緑
地
公
園
で
お
弁
当

熱
心
に
1
0
分
間
読
書

花畑北中学校
花畑6- 12- 35

【
自
ら
生
き
る
・
と
も
に
生
き
る
・
豊
か

に
生
き
る
力
を
め
ざ
し
】

▽
交
流
教
育

心
身
障
害
児
理
解
教
育
地
域
推
退
校

と
し
て
、
足
立
ろ
う
学
校
や
足
立
養
護

学
校
花
畑
分
校
と
運
動
会
・
文
化
祭
の

参
加
交
流
、
宿
泊
交
流
会
、
生
徒
会
交

流
な
ど
、様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▽
情
報
教
育

二
学
期
始
め
に
は
、
全
学
級
で
班
ご

と
に
壁
新
聞
・
印
刷
新
聞
を
作
成
し
、

校
内
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、新
聞
委
員
会
が
毎
月
発
行

す
る
『
花
北
新
聞
』
と
『
花
ス
ポ
』
は
、都

は
も
と
よ
全
国
の
新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
り
ま
す
。

▽
情
操
教
育

花
畑
の
地
名
に
負
け
な
い
た
め
に
、

生
徒
・
教
職
員
・
お
や
じ
の
会
で
は
、

学
校
を
草
・
花
・
樹
木
で
い
っ
ぱ
い
に

し
よ
う
と
収
り
組
ん
で
い
ま
す
。

□
栗
原
國
子
校
長
か
ら

真
剣
に
授
業
に
向
か
い
、黙
々
と
考

え
、時
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
学
習
。

ま
た
、若
さ
の
躍
動
、高
ら
か
な
音
色
、

行
事
の
成
功
を
願
い
計
画
を
練
る
委
員

・・・
。
こ
の
よ
う
な
姿
か
至

る
所
で
展
開

さ
れ
て
い

る
学
校
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
で
新
聞
づ
く
り

▲ 足 立ろ う 学 校 との 交 流( 日 光 に て)

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
2
9

舎
人
氷
川
神
社

鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、

す
ぐ
そ
ば
を
通
る
尾
久

橋
通
り
の
け
ん
騒
が
う

そ
の
よ
う
な
静
け
さ
に

包
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

樹
齢
何
百
年
も
あ
る

木
々
に
囲
ま
れ
る
よ
う

に
社
殿
が
あ
り
、
そ
こ

に
は
神
話
を
も
と
に
し

た
見
事
な
彫
刻
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

毎
年
1
2
月
の
第
3
日
曜
日
(
今
年
は

1
7
日
)
に
は
、ご
ぽ
う
を
中
心
に
、大

根

、
白
菜
な
ど
を
販
売

す
る

「
ご
ぽ
う

市
」で
神
社
の
境
内
は
に
ぎ

わ
い
ま
す

。

《
広
報
課
》

舎
人
5
-
2
1
-
3
4
　
東
武
バ
ス
(
竹
ノ

塚
駅
西
口
～
舎
人
ニ
ツ
橋
ま
た
は
江
戸

袋
循
環
)

氷
川
神
社
前
下
車

▲ 昨年のごぼう市の風景

千
住
大
橋
際
公
衆
便
所
を
工
事
し
ま
す

千
住
人
橋
際
公
衆
便
所
は
、改
装
工

事
の
た
め
、1
1
月
下
旬
か
ら
1
3
年
3
月

ま
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
か

、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
問
先
=

公
園
緑
地
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

あだち再生館

見て、ふれて、学べる
展示コーナー

あだち再生館の展示コーナ

ーか 更 に 充 実 し まし た 。 ぜ ひ 、

ご 来館 く だ さい 。

問 先= あ だ ち再 生 館( 月曜 休 館)

3880- 9800

▲ ペ ッ ト ボ ト ル か ら 再生

( 買い物バッグ・ポロシャツなど)
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国
保
・
税
・
年

金
社
会
保
険
の
扶
養
家
族
に
入
れ
る
方
は
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
な
ど
の
健

康
保
険
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
が

加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。
家
族
が
社

会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
、
そ

の
扶
養
家
族
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入

で
き
る
方
は
、
切
り
替
え
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
の
扶

養
に
な
れ
る
収
入
幕
準
は
お
お
む
ね
次

心
と
お
り
で
す
・よ

年
間
収
入
が
闥
万

円
木
満
四
方

②
6
0歳
以
上
も
し
く
は

障
書
年
金
受
給
者
で
年
問
収
入
が
㈲
万

円
未
満
の
方

問
先
U
国
民
健
康
保
険

課
資
格
賦
課
係

年金の手続きをお忘れなく!
将来、年金を減額されたり、受け られないことにならないために、

国民年金課 またはK 民 事務所に届け 出をしまし ょう( 表1) 。
問先=国民年金課適川係

表1　手続きが必要な事例

保
険
料
は
所
得
控
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険

料
お
よ
び
介
護
保
険
料
は
「
社
会
保
険

料
控
除
」
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
と

住
民
税
が
催
減
さ
れ
ま
す
。
お
手
元
の

領
収
書
、
ま
た
口
座
振
替
ご
利
用
の
方

は
通
帳
か
ら
領
収
日
と
金
額
を
確
認
し

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
1
2年
中
に
支

払
っ
た
分
か
対
象
と
な
り
ま
す

。
領
収

僭
は
添
付
し
な
く
て
も
控
除
は
受
け
ら

れ
ま
す

。

問
先
I

▽
国
民
健
康
傑
険

料
・・・
同
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

▽
凶

・民
年
金
保
険
料
・
:
国
民
年
金
課
保
険
料

係

▽
介
護
保
険
料
…
介
護
保
険
課
保

険
料
係

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
1
月
1
3
日
か
ら
受
け
‥
一
M
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
月
6
日
～
1
2
日
　
国
民
年
金
週
間

「
年
金
週
凹

は
、
年
金
制
度
を
改

め
て
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
で
す
。
自

分
の
『
ね
ん
き
ん
』
に
っ
い
て
、
受
給

資
格
の
有
無
を
含
め
て
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
先
U
▽
厚

生
年
金
に
つ
い
て
…
足
立
社
会
保
険
事

務
所
　
?
3
6
0
4
)
0
1
1
1

▽
国
民
年
金
に
つ
い
て
・・
‘区
・
国
民
年

金
課
推
進
係

年
金
受
給
権
者
の
方
へ

住
所
を
変
え
た
と
き
は
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

凶
民
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
が

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、「
年
金
受

給
権
者
住
所
・
支
払
機
関
変
吏
。
'一」
(
(

ガ
キ
形
式
)
の
用
紙
を
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
同
時

に
支
払
金
融
機
関
の
変
眤
も
で
き
ま

す
)
。
こ
の
提
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
年

金
関
係
の
書
類
が
お
手
元
に
届
か
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
届
出
用
紙
は
、
社
会

保
険
事
務
所
、
国
民
年
金
課
、
区
民
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
老
齢
柵
祉

年
金
(
緑
色
の
乎
帳
で
、
指
定
し
た
郵

便
局
の
窓
川
で
支
払
い
を
受
け
る
年

金
)
の
場
(
‥は
、
年
金
証
黯
と
印
鑑
を

持
っ
て
、
国
民
年
金
課
ま
た
は
区
民
事

務
所
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
U
国
民
年
金
課
給
付
係

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
各
納
期
ご
と

に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

る
た
め
、
便
利
で
安
心
で
す
。
申
込
=

窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
恨
、
通
帳
印
、

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参
申
先
=

預
(
貯
)
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(
郵

便
局
を
含
む
)
ま
た
は
区
担
当
窓
口
、

区
民
事
務
所
問
先
=
▽
特
別
区
民
税

・
都
民
税
・・・
納
税
課
収
納
係

▽
同
民

健
康
保
険
料
・・・
国
民
健
康
保
険
課
収
納

管
理
係

▽
国
民
年
金
保
険
料
・・・
国
民

年
金
課
保
険
料
係

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
2年
度
第
3
期
の
特
別
区
民
税
・
都

民
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。
納
期

限
後
は
、
庇
率
の
延
滞
金
(
年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

納
付
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
差
し
押
さ

え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
嘔
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い

場
合
や
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
と
き

に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税
課
納
税
第
∵
第
・
一
係

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の

夜
間
納
税
・
納
付
相
談

平
日
四
昼
間
、
K
役
所
へ
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
。
夜
間
納
税

・
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。
納
税
に
関

す
る
相
談
な
ど
、
こ
の
機
会
を
ご
利
川

く
だ
さ
い
。

日
時
I
H
月
1
4日
㈹
・
1
6

日
床
・
2
1日
㈹
・
2
8凵
㈲
、
午
後
5

時
～
午
後
7
時
3
0分

場
・
問
先
―

納
税
課

年
末
調
整
説
明
会

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
の
説

明
会
を
表
2
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
給

与
関
係
事
務
を
担
肖
す
る
方
は
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
動
4
1
:での

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
先
=
▽
K
・
特
別
徴
収
係

▽
足
立
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
担
当

7
3
8
7
0
)
8
9
1
1

㈹

▽
西
新
井
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
担
当

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

㈹

表2　年末調整説明会日程

※ 説明会の内容は、各税務署または区
特別徴収係へお問い合わせください

教
育

就
学
相
談

教
育
研
究
所
で
は
、
来
年
4
月
に
小

学
校
に
人
学
予
定
で
、
心
身
に
障
害
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
っ
い
て

の
就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い

か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
日
時
u
毎
週
月

曜
日
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
u
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所
教
育
相

談
係
　

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

就
学
時
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
人
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
あ
て
の
通
知

書
は
1
0
月
5
日
に
発
送
済
み
で
す
の

で
、
揖
`
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
忘
れ

ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
健

診
に
つ
い
て
都
合
が
悪
い
場
合
ま
た
は

事
情
の
あ
る
場
合
に
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
問
先
=
学
校
保
健
係

生

活

環

境

新
交
通
日
暮
里
・
舎
人
線

車
両
基
地
の
変
更
に
関
す
る
説
明
会

日
暮
肌
・
舎
人
線
嘔
両
基
地
お
よ
び

用
途
地
域
な
ど
の
都
市
計
・
肉
の
変
。
史
に

っ
い
て
、
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時
=
H
月
2
2
口
内
午
後
7
時
～
8

時
3
0
分
場
所
―
舎
入
小
学
校
間
先
=

都
・
交
通
企
画
課
新
線
計
・肉
係

(
5
3
8
8
)
3
2
8
6
(

直
通
)

ま
た
は
区
・
都
市
交
通
課
日
暮
里
・
舎

入
線
推
進

司
書
資
格
を
お
持
ち
の
方
へ

非
常
勤
図
書
館
長
募
集

区
で
は
、
図
書
館
の
読
書
相
談
(
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
)
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
施
策
を
進
め
る
た
め
、

地
域
回
書
館
長
に
司
耆
資
格
を
持
っ
た

図
書
館
専
門
貝
の
配
置
を
し
て
い
ま

す
。
図
書
館
運
営
に
携
わ
っ
て
み
た
い

方
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。
採
用
n
1
3年
4

月
2
日
以
降

応
募
資
格
n
4
5歳
か

ら
6
2歳
ま
で
の
方
で
、
司
杏
ま
た
は
司

畏
補
の
資
格
を
持
ち
、
h
・
日
・
祝
日
、

夜
間
勤
務
可
能
な
方
内
容
=
図
書
館

業
扨
全
般
お
よ
び
業
務
の
指
揮
監
督

勸
穡
条
件
n
週
3
0
時
間
(
週
5
日
勤
務
)

報
酬
=
月
額
2
3
万
6
千
円
程
皮
定
員

n
5
人
程
度

選
曝
万
法
―
筆
記
お
よ

び
面
接

応
募
説
明
会
u
1
1
月
3
0日

廁
、
午
前
1
0時
、
中
央
図
書
館
、
当
日

直
接
会
場
へ
(
履
歴
潛
持
参
の
こ
と
)

問
先
H
中
央
図
書
館
管
理
調
整
係

(
5
8
1
3
)
3
7
4
9
(

直
通
)

佐
野
六
木
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
変
更
を
決
定

区
施
行
の
佐
野
六
木
土
地
区
両
整
理

事
業
の
事
業
計
画
が
次
の
よ
う
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

▽
土
地
K
画
整
理
事
業
の
名
称

東
京
都
市
計
画
事
業
佐
野
六
木
土
地

区
画
整
理
事
業

▽
施
行
者
の
名
称

足
立
区

▽
椣
打
地
区

足
立
区
佐
野
一
丁
目
、
六
木
二
丁
目

の
各
一
部

▽
施
行
期
間

平
成
9
年
4
月
1
日
～
平
成
2
8
年
3
　

月
3
1
日
(
変
更
前
平
成
9
年
4
月
　

1
日
～
平
成
1
8
年
3
月
3
1
日
)

▽
事
務
所
の
所
在
地

東一
凩
都
足
立
区
中
央
本
町
1
1
1
7
1
　
1

足
立
区
役
所
内
区
画
整
理
課

▽
事
業
計
画
の
決
定
の
年
月
日

平
成
9
年
4
月
1
日

▽
事
業
計
画
変
更
の
決
定
の
年
月
日
　

平
成
1
2年
1
0月
2
0日

問
先
=
区
画
整
理
課
計
画
係

1
3
年
3
月
下
旬
～
4
月
上
旬
　
補
助
第
2
5
5
号
線
が
一

部
開
通
し
ま
す
(
島
根
三
・
四
丁
目
地
区
)

補
助
第
S

号
線
の
鳥
根
三
・
四
丁
目

地
区
の
工
事
が
・順
調
に
進
ん
で
い
ま
す

。

今
後
、
補
助
第
S
号
線
と
環
七
の
交

差
点
工
事
を
行
い
、
1
3
年
3
月
下
旬
～

4
月
上
旬
に
開
通
す
る
予
定
で
す

。
こ

れ
で

、
補
助
第
S

号
線
は

、
補
助
第
謡

号
線
か
ら

。
環
七
ま
で
の
区
間
が
開
通

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

こ
の
補
助
第
一
'一
号
線
と
環
七
の
交
差

点
の
開
通
に
と
も
な
い
、
西
側
に
近
接

す
る
西
新
井
陸
橋
朿
交
差
点
の
信
号
お

よ
び
横
断
歩
道
が
廃
止
と
な
り

、
右
折

も
で
き
な
く
な
り
ま
す
(

図
1
)

。

な
お
、
補
助
第
2
5
5号
線
の
北
側
は
、
1
3

年
夏
ご
ろ
に
開
通
す
る
予
定
で
す
。

問
先
―
街
路
誄
設
計
係

図1　補助第255 号線開通予定地域
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催
し
物
ガ
イ
ド

消
費
者
講
座

「
知
っ
て
得
す
る

魚
の
お
ろ
し
方
」

魚
料
理
の
火
習
で
魚
を
良
く
知
り
、

魚
食
文
化
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
日

時
s
H
月
2
1
冂
㈹
、
午
後
1
時
～
3
時

3
0
分
場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
対

象
I
K
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
未
受

講
者
舗
師
=
足
立
市
場
職
具
/
足
立

市
場
魚
食
普
及
委
員
(
実
技
指
導
)

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)
　
費
用
=
匐

円
(
教
材
費
)
　
申
込
=
電
話
申
・

問
先
―
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

知
っ
て
得
す
る

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

素
材
を
丸
ご
と
上
手
に
使
い
。水
・

電
気
・
ガ
ス
の
省
エ
ネ
、ご
み
ゼ
ロ
を

め
ざ
し
た
環
境
に
優
し
く
、食
べ
物
を

大
切
に
し
た
料
理
の
実
習
を
行
う
、リ

サ
イ
ク
ル
・
消
費
者
講
座
で
す
。日

時
=
1
2
月
1
2
口
㈹
、午
後
1
時
3
0
分
～

4
時

場
所
I
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対

象
=
K
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

講
師
=
譽
斌
ガ
ス
料
理
教
室
ク
ッ
キ
ン

グ
レ
デ
ィ
定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)

賢
用
ふ
円
(
教
材
費
)
　
申
込
u
往

復
(
ガ
キ
に
参
加
考
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
を
明
記
　
※
人
枚
期

限
=
H
月
2
5
日
必
着
申
先
n
あ
だ
ち

リ
サ
イ
ク
ル
協
会

〒
叩
0
0
1
1

中
央
本
町
2
‘
'
9
1
1

問
先
―
あ
だ

ち
リ
サ
イ
ク
ル
樊
″

(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

ま
た
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

花だより
コ ス モ ス

メ
キ
シ
コ
の
高
原
が
原
産
で
、花
の

名
は
、ギ
リ
シ
ヤ
語
で
「飾
り
」
「美

し
い
」と
い
ヽ
7
意
味
か
ら
由
来
し
て
い

ま
す
。和
名
で
は
、大
(
ル
シ
ヤ
菊
・

秋
桜
(
ア
キ
ザ
ク
ラ
)
と
も
ぼ
い
ま
す
。

赤
ト
ン
ボ
が
飛
び
か
う
こ
ろ
、秋
風

に
そ
よ
い
で
咲
き
畩
っ
こ
の
叮
憐
な
花

に
初
秋
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
花
言
葉

に
「
お
と
め
心
真
心
」「
毋
の
思
い
出
」

と
あ
る
よ
う
に
郷
愁
に
ひ
た
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

絵と文: 田村徳子さん
( 島根一丁目)

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

公
開
講
座

□
「
市
民
と
政
治
」

日
程
=
H
月
1
5
日
池
内
容
=
凶
際
的

な
視
野
か
ら
日
本
の
政
治
を
と
ら
え
、

日
常
生
活
の
場
と
政
治
が
ど
う
つ
な
が

っ
て
い
る
の
か
を
知
り
、
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
か
を
探
っ
て
い
き
ま
す

講
師
=
石
田
雄
氏
(
政
治
学
研
究
者
)

□
「女
性
は
政
治
と
ど
う
関
わ
っ
て
き

た
の
か
」

日
程
=
1
2
月
6
日
Ⅲ
内
容
U
税
や
年

金
な
ど
の
制
度
や
、雇
川
均
等
法
な
ど
。

女
性
に
関
す
る
政
策
・
法
律
・
制
度
ど

女
性
の
状
況
を
唹
史
的
に
と
ら
え
直
し

て
考
え
て
み
ま
す
講
師
=
御
巫
由
芙

子
氏
(
国
際
基
腎
教
人
学
凖
教
授
)
　
　
　

1
-
1
い
ず
れ
や
1

時
間
=
T
後
6
時
4
5
分
～
8
時
4
5
分

対
象
=
K
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員
=
3
0
人
(
先
篇
順
)
　
費
用
―
無

料
申
込
=
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

※
2
歳
か
ら
学
齢
時
前
ま
で
の
保
育
を

し
ま
す
。く
わ
し
く
は
申
し
込
み
時
に

お
問
い
合
わ
せ
を
場
・
申
・
問
先
=

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

F
A
X
(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

青
年
講
座

「
人
と
動
物

の
絆
を
も
と

め
て
」

人
と
動
物
ど
の
か
か
わ
り
を
と
お
し

て
、今
の
社
会
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

日
程
=
表
3
対
象
=
高
校
生
以
上
の

方
定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)
　
9
用

H
無
料
申
込
=
電
話
場
・
申
・
問

先
―
青
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

表3　 青年講座日程( 全4回)

※ いずれも土曜日

子
ど
も
会

育
成
者
セ
ミ
ナ
ー

F
ど
も
た
ち
が
、
の
び
の
び
と
育
つ

こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
会
を
め
ざ
し
、

今
、
育
成
者
が
で
き
る
こ
と
を
と
も
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
1
1
月

2
6
日
剛
、
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
0
時

3
0
分
場
所
u
K
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
子
ど
も
(
〃
活
助
に
携
わ
っ
て
い

る
方
ま
た
は
こ
れ
か
ら
携
わ
る
方
'
　
*

味
・
関
心
の
あ
る
方
内
容
I
ン
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
講
師

n
石
川
幸
夫
氏
(
立
川
市
子
ど
も
会
連

合
会
会
長
)
ほ
か
定
員
=
釖
人
費

用
u
無
料
申
込
l
電
話
期
限
1
1
1

月
1
6
日
申
・
問
先
=
少
年
育
成
係

学
校
給
食
展
示
会

「
足
立
の
子
ど
も
と
食
生
活
」

給
食
大
好
き
!

食
べ
て
健
康
丈
夫
な
か
ら
だ

子
ど
も
た
ち
の
「
食
」
に
つ
い
て
み

ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
a
時

u
1
1
月
1
4
‥
‥
～
1
6
日
、
午
前
9
時
～
午

後
5
時
場
所
=
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

内
容
上
日
の
給
食
が
で
き
る
ま
で
/

食
育
・
食
の
環
境
・
衛
生
こ
フ
ン
チ
ル

ー
ム
・
今
の
足
立
の
給
食
コ
ー
ナ
ー

問
先
=
千
寿
第
四
小
学
校

(
3
8
8
8
)
5
4
6
6

ま
た
は
学
校
給
食
係

冬
季
区
民
教
養
講
座

日
時
=
1
2
月
9
口
出
、午
後
1
時
3
0
分
～

4
時
3
0
分
　
※
午
後
1
時
受
付
開

始
、先
着
8
0
人
に
資
料
配
付
場
所
=

竹
年
セ
ン
タ
ー
内
容
―
伊
能
忠
敬
と

川
h
の
地
理
的
把
握
/
終
戦
後
に
お
け

る
教
育
の
変
革
講
師
=
堀
川
和
夫
氏

(
元
K
政
一
t
五
中
校
艮
)
ほ
か
費
用
=

無
料
申
込
=
肖
口
直
接
会
場
へ
問

先
u
郷
匕
博
物
館(

3
6
2
0
)
9
3
9
3

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

ド
ー
ム
・
シ
ア
タ
ー
の
上
映
を
終
了
し
ま
す

H
月
2
9日
を
も
ち
ま
し
て
、
ド
ー

ム
ーシ
ア
タ
ー
の
上
映
を
終
r
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
愛
顧
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
問
先
=
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ

　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

ま
た
は
教
育
総
務
課

友
好
自
治
体
山
ノ
内
町
主
催

第
2
回
「
初
雪
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
i
n
あ
だ
ち
」

日
時
=
1
1
月
1
4
日
倒
、
午
後
1
時～
4

時
場
所
=
区
役
所
南
側
広
場
※
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い

内
容

―
人
工
降
雪
機
に
よ
り
ひ
と
足
早
い
初

雪
を
楽
し
み
ま
す
/
'
芸
能
人
に
よ
る
ト

ー
ク
と
サ
イ
ン
会
/

総
額
1
5
0万
円
相
当

が
当
た
る
ミ
ス
志
賀
商
原
に
よ
る
大
抽

選
会
/
2
0
0
1

年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

志
賀
高
原
大
会
の
P
R
/

特
産
農
産
物
(

リ
ン
ゴ

、
エ
ノ
キ
、
シ
メ
ジ
等
)

の

産
地
直
売
と
則
答
品
(

リ
ン
ゴ
等
)

の

発
送
受
付
/

地
元
の
銘
菓
収
売
/

エ
ノ

キ
と
シ
メ
ジ
の
セ
ッ
ト
・
特
製
ち
ま
き
(

各
汕
人
分
)
、(
I

プ
の
苗
(

釖
個
)
、

ポ
プ
リ
(

沺
個
)
、
温
泉
玉
子
と
地
酒

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ノ
キ
ノ
コ
汁
の
無
科
サ

ー
ビ
ス
(

沺
人
分
)

な
ど

問
先
n

都

市
提
携
係第

9
回

ふ
く
ふ
く
祭
り

日
時
=
1
1
月
2
5
日
出
、午
前
1
0
時
I
午

後
2
時

場
所
―
練
瀬
福
祉
園
(
東
綾

瀬
1
1
2
6
1
2
東
部
福
祉
事
務
所
内
)

内
容
=
元
関
脇
琴
富
士
さ
ん
に
よ
る
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
、
浅
草
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ

ル

問
先
―
綾
瀬
柵
祉
園

(
3
6
0
5
)
7
1
8
7

ま
た
は
区
‘
障
書
福
祉
係

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
0

世
代
を
超
え
た
吹
奏
楽
の
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ

い
。日
時
1
1
1
月
1
2
川
凹
午
前
H

時
爾
場
は
3
0
分
前
)
　
場
所
=
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

出
演
(
順
)
=
足
立
シ
ル
バ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
A
C
O
ウ
ィ
ン
ス
y
栗
原
北

小
'
花
保
中
'
ア
ヴ
ァ
ン
プ
ル
ミ
エ
ノ

千
寿
第
小
y
ア
カ
デ
ミ
カ
&
祁
立
足

茫
商
校
卜
東
綾
瀬
中
ノ
ホ
ワ
イ
タ
ル
/

第
四
巾
/
伊
興
ウ
イ
ン
ド
ノ
足
立
ブ
ラ

ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
/
中
学
校
合
同
(
第

六
・
第
士
子
第
t
四
・
花
畑
)
/
足

立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
/
潤
徳
女
子
高

校
/
第
1
中
&
足
を
吹
奏
楽
団
/
合
同

演
奏
「
士
官
候
補
生
」
　
費
用
―
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ
問
先
U
実

行
委
員
会
事
務
局
(
文
化
振
興
係
内
)

「
せ
い
ぶ
む
ら
ま
つ
り
」

―
あ
そ
び
で
挑
戦
!
!
三
世
代
―

日
時
=
1
1
月
2
6
日
㈲
、
正
午
～
午
後
3

時
3
0
分
内
容
=
模
擬
店
、
昔
あ
そ
び

コ
ー
ナ
ー
大
な
わ
と
び
大
会
な
ど

費
用
=
無
料
申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ
場
・
問
先
―
西
部
児
童
館
・
老
人
館

a
y
8
9
7
)
5
0
1
6

講
演
と
映
画
の
集
い

人
権
問
題
を
よ
り
正
し
く
理
解
し
、

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
の
「講
演
と
映
画
の
集
い
」を

行
い
ま
す
。ま
た
、区
内
小
・
中
学
校

の
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
も
行
い
ま
す
。
日
時
U
1
2
月
7
日

閑
、
午
後
1
時
3
0
分
～
5
時
場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
内
容
=
講
演
/

映
両
「セ
ピ
ア
色
の
風
景
」(
予
思
/

第
1
7
回
人
椎
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入

宸
者
表
彰
式
講
師
=
新
井
勝
紘
氏

(
岡
立
歴
史
民
族
博
物
館
助
教
授
)
申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ
問
先
U
総
務

課
同
和
対
策

掲
示
板

□
税
理
士
に
よ
る
税
に
関
す
る
無
料
相

談
　
日
時
=
1
1
月
1
3
日
～
1
6
日
、午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
場
所
u
K
役
所
I

陪
ロ
ビ
ー
申
込
=
当
川
直
接
会
場
へ

問
先
=
嘸
以
税
理
士
会
足
立
支
部

(
3
8
8
2
)
9
4
1
7

□
講
演
会
「知
的
「ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

児
と
家
族
」　
日
時
=
1
1
月
1
4
n
㈲
、

午
前
1
0
時
～
正
午
場
所
=
竹
の
塚
セ

ン
タ
ー
講
師
l
橋
場
隆
氏
(
筑
波
大

学
心
身
障
害
指
導
教
育
相
談
室
)
　
費

用
=
f
円
申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
足
立
キ
ッ
ス
ク
ラ
ブ

(
5
6
9
1
)
0
4
8
4

□
都
立
足
立
養
護
学
校
学
校
祭
　
日
時
=

1
1
月
1
8
日
出
、午
前
9
時
3
0
分
～
午

後
2
時
2
0
分
/
1
9
日
間
、午
前
9
時
匐

分
～
午
後
1
時
3
0
分
内
容
―
舞
台
発

表
、展
示
、作
業
班
の
作
品
販
光
、模

擬
店
な
ど
申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
都
立
足
立
養
護
学
校

(
3
8
5
0
)
6
6
1
8

□
自
衛
隊
生
徒
募
集
　
期
間
1
1
1
月
6

H
1
1
3
年
1
月
5
日
(
必
着
)
　
試
験

日
厶
一
年
1
月
7
日
剛
対
象
=
1
3
年

4
月
1
日
現
在
、1
5
歳
以
上
1
7
歳
未
満

の
男
子
間
先
=
自
衛
隊
惠
泉
地
方
連

絡
部
足
立
募
集
事
務
所

(
3
8
8
1
)
8
0
9
6

□
特
別
区
立
幼
稚
園
妊
娠
出
産
休
暇
・

育
児
休
業
補
助
教
員
採
用
候
補
者
(
登

録
者
)
募
集
期
間
=
1
1
月
3
0
日
～
1
2

月
5
口
対
象
=
幼
稚
園
教
諭
普
通
免

肝
状
を
現
に
有
し
国
公
私
立
幼
稚
園
の

正
規
任
用
教
員
(
特
別
区
の
K
立
幼
稚

園
臨
時
的
任
用
教
貝
は
含
む
が
非
常
動

講
師
は
含
ま
な
い
)
と
し
て
1
年
以
上

の
経
験
が
あ
り
、
昭
和
1
5年
4
月
2
日

以
降
に
出
生
し
た
方

申
込
―
所
定
書

類
を
本
人
が
持
参

選
考
l
書
類
選
考

お
よ
び
面
接

申
・
問
先
―
特
別
区
人

事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
貝
会
事
務

局
人
事
企
画
課
採
川
選
考
担
当

(
5
2
1
0
)
9
7
5
1

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
2
4時
間
)

(
3
2
2
1
)
3
7
1
7

□
第
2
回
足
立
区
医
師
会
区
民
講
演
会

「か
ぜ
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
」日
時
=

1
2
月
2
日
出
、午
後
2
時
鳩
所
―
区

役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
講
師
=
和
田
紀
之

氏
(
和
Ⅲ
小
児
科
医
院
院
長
)
ノ
加
地

正
郎
氏
(
呉
共
済
病
院
名
誉
院
長
)
ほ

か
費
用
=
無
料
申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
―
足
立
K
医
師
会
謇
務

局
　
　

　
(
3
8
8
1
)
9
8
6
1

□
葛
飾
・
足
立
オ
ス
ト
メ
イ
ト
話
し
合

い
体
験
交
流
会
近
隣
に
住
む
同
じ
障

害
を
持
つ
方
々
と
日
ご
ろ
の
悩
み
を
相

談
し
た
り
、先
輩
方
の
苦
労
甌
を
う
か

が
い
ま
す
。日
時
=
1
1
月
劣
日
叫

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
対
象
I
オ
ス
ト
メ
イ
ト

使
用
者
費
用
=
無
料
申
込
=
当
日

直
接
会
鳩
へ
問
先
=
日
本
オ
ス
ト
ミ

ー
協
会
東
京
支
部(

3
8
1
3
)
0
1
0
3

□
児
童
問
題
公
開
講
座
　
日
時
1
1
1
月

3
0
日
圃
、午
後
1
時
～
4
時
場
所
=

東
京
都
児
童
会
館
ホ
ー
ル
(
渋
谷
区
渋

谷
―
-
1
8
-
咎
　
テ
ー
マ
ー
子
ど
も

た
ち
の
S
o
s
に
気
づ
い
て
く
だ
さ

い
'
・
I
傷
つ
い
て
い
る
親
ど
子
の
た
め

に
今
で
き
る
こ
と～
定
員
=
9
人

費
用
=
無
料
申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ
　
※
保
育
室
・
手
話
通
訳
あ
り
(
事

前
申
込
、
u
月
1
5
日
ま
で
)
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
　
問

先
=
都
・
児
童
相
鮫
セ
ン
タ
ー
事
業
係
　
　
　
　
　

(
3
2
0
8
)
1
1
2
1

□
都
民
カ
レ
ッ
ジ
第
Ⅳ
期
受
講
生
募
集

開
講
期
間
=
1
3
年
1
月
～
3
月
内
容

―
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
…
「
知
的
財
産

槻
と
現
代
社
会
」
な
ど
4
0科
り
/
都
立

大
キ
ャ
ン
バ
ス
・
:
「
歴
史
に
名
を
残
し

た
中
国
の
女
性
た
ち
」
な
ど
2
1科
日

費
用
=
9
千
～
2
万
4
千
円
(
6
～
1
0

回
)
　
※
テ
キ
ス
ト
代
別
申
込
1
1
1

月
2
1
日
1
1
2
月
1
5
囗
に
電
話
(
一
部
1
1

月
下
旬
ま
で
に
往
復
(
ガ
キ
)
　
申
・

問
先
=
丸
の
内
キ
ャ
ン
バ
ス

(
3
2
1
5
)
4
3
2
1

都
立
人
キ
ャ
ン
バ
ス

4
2
6
(
7
7
)
1
2
3
4

◎ 訂正とおわび　あだち広報エクスプレス11月1日号に棍盡Lた「お出力4tスポット」の所在地に誤りがありました。i FLくは汝のとおわてSt。訂i FLで」3わび
します。【正】児童交通公園( 東綾瀬1　―5　―　17) <広報課>
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区

長

へ
の

手

紙

か

ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス・

手
柾
な
と
に
対
す
る
区
畏
か
ら
の

返
信

◆
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
助
か

っ
た
。感
謝
し
て
い
る
。
『・
(要
旨
)

①
一
所
懸
命
働
い
て
、少
し
ば
か
り
の

土
地
を
手
に
し
た
。会
社
を
解
雇
さ
れ
、

働
き
先
を
失
っ
た
私
に
「
土
地
を
手
放

さ
な
い
か
」
と
話
が
あ
り
、
つ
い
そ
の

話
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
。あ
と
で
何
だ

か
変
だ
と
気
が
っ
い
て
、セ
ン
タ
ー
に

相
談
。す
ぐ
に
解
決
し
て
く
れ
た
。

②
ひ
と
り
住
ま
い
の
7
5歳
の
母
が
、お

と
咲
商
法
で
高
額
ミ
シ
ン
を
買
わ
さ
れ

そ
う
に
な
り
、大
変
困
っ
た
。セ
ン
ダ
1

に
相
談
し
た
ら
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、解
決
し
、お
金
も
か

な
り
返
還
さ
れ
た
。こ
の
問
、母
を
励

ま
し
た
り
、力
づ
け
た
り
し
て
く
だ
さ

り
、心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

□
区
長
か
ら
の
返
信

消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
の
感
謝
の
お
便

昨元を
お
寄
せ
い
た
だ
き
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
に
も
、鳴
謝

の
声
を
数
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。職
只
の
日
ご
ろ
の
努
力
が
お
役
に

立
っ
て
い
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

お
便
4
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
共

通
し
て
い
る
こ
と
は
、業
者
か
ら
言
葉

た
く
み
に
言
い
寄
ら
れ
、
つ
い
高
額
の

支
払
い
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の

で
す
。様
々
な
商
法
が
あ
る
中
で
、
悪

質
な
業
者
は
手
を
変
え
品
を
変
え
、
私

ど
も
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。

「
商
品
先
物
取
引
を
や
め
た
い
が
、

や
め
ら
れ
な
い
」「
無
料
エ
ス
テ
と
い

う
雑
誌
の
広
告
に
、つ
い
申
し
込
ん
だ

ら
有
料
だ
っ
た
」「
健
康
に
良
い
か
ら

と
浄
水
器
を
売
り
つ
け
ら
れ
た
」な
ど
、

う
ま
い
話
に
う
っ
か
り
乗
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
相
談
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

も
し
、困
っ
た
り
、
お
か
し
い
と
思

わ
れ
た
ら
、
迷
わ
ず
消
費
者
セ
ン
タ
ー
(
r
3
8
8
0
)
5
3
8
0
)

に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
方
や
お
知

り
合
い
の
方
が
困
っ
て
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
、
消
費
者
セ
ン
タ
1
が
あ
る
こ
と

を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

「
断
る
勇
気
」と
「
す
ば
や
い
相
談
」

が
悪
質
商
法
か
ら
身
を
守
る
コ
ツ
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。

区
長
　
鈴
木
恒
年

区 民 の 声

12年4月～9月までに

620
件

の 区民 の 声が 寄 せら れま し た

～皆さんの声が区政に活かされています～

区

民
の

声
実

現

状

況

▽
実
現
…
…
…
圏
件

▽
一
部
実
現
…
5
3件

▽
参
考
意
見
…
2
6
2
件

▽
課
題
と
し
て
検
討
…
1
1
5
件

▽
他
官
庁
へ
依
頼
…
…
2
2件

▽
非
実
現
…
…
…
…
…
5
9件

ア

ク
セ

ス

手
段

▽
広
聴
は
が
き
…
1
6
0
件

▽
E
メ
ー
ル
…
…
回
件

▽
電
話
…
…
…
…
1
1
0
件

▽
フ
ァ
ク
ス
…
…
1
0
7
作

▽
文
書
…
…
…
…
9
5件

▽
来
庁
…
…
…
…
2
0
件

▽
そ
の
他
…
…
…
3
件

お
問
い
合
わ
せ
は

「
区
民
の
声
」

担
当
部
長
(

参
事
)

(
3
8
8
0
)
5
8
3
9

スケッチあ だち
この⊃- ナ一ではまちの情報・話題を

お待ちし ています。

問先=広報係　3880- 5111㈹

花いっぱい　
秋 の 花 が

咲き誇りました

秋
晴
れ
の
空
の
ド
、秋
の
花
が
き
れ
い
に
咲
い

て
い
ま
し
た
(
9
U
訂
凵
び
真
搬
彫
)
。
桜
花
亭

の
(
ギ
の
花
は
毎
年
見
1
に
咲
い
て
い
ま
す
。コ

ス
モ
ス
は
。・年
な
で
す
が
、祁
巾
農
業
公
園
で
は

毎
年
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

流
れ
落
ち
る
よ
う
な

ハ
ギ
の
花
(
花
畑
記
念

庭
園
「
桜
花
亭
」
)

都
市
農
集
公
園
そ

ば
、荒
川
河
川
敷
大
花

壇
の
コ
ス
モ
ス
。風
に
揺

れ
て
と
っ
て
も
き
れ
い

雨
に
も
負
け
ず

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催
!
!

1
0月
9
H
、体
育
の
日
に
、総
(

‥ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ーで
「
ス
ポ

ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル
2
0
0
0
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

に
は
卯
組
、
3
8
1
入
の
み
が
参
加
。

館
内
に
は
、ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
一

輪
巾
、フ
ァ
ミ
リー
・
タ
ー
ゲ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な

ど
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
、皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に

口
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、こ
般
健
康
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
背
骨
の
矯
卍
体
操
、
体
力

測
定
、健
康
相
談
な
ど
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

最
近
ち
ょ
っ
と
体
力
が
落
ち
た
か
な
…

「ふ
し
ぎ
な
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
」
「う
ま
く
つ
れ
る
か
な
ぁ
」

足
立
区
発
祥
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」

10 月14 日 ・15 日

あだちまつり

虹の広場
( 荒川河川敷)
で開催! !

▲ 大人気のミニSL。
大人も童心に返ります

▲ フィナーレでのあだっちボール表彰式
▲
秋晴れの下
大勢の区民がくつろぐ水辺

昔
の
あ
そ
び
「か
た
ぬ
き
」
「じ
ょ
う
ず
に
か
た
が
と
れ
た
ョ
」

足
立
ブ
ラ
ン
ド
で
大
盛
況
(
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
同
時

開
催
の
産
業
ま
つ
り
)

ベ
ル
モ
ン
ト
市
と
文
化
交
流

9
月
2
5日
～
1
0月
4
日
、西

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
ベ
ル
モ
ン

ド
市
の
学
生
使
節
団
が
訪
れ
、

西
保
木
間
小
や
第
九
中
な
ど
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
1
0
月
1
0
日
～
1
3
日
、

区
役
所
―
階
ロ
ビ
ー
で
。西
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
在
住
の
収
集

家
と
作
家
に
よ
る
刺
し
f
・
キ

ル
ト
展
も
開
か
れ
ま
し
た
。百

年
前
の
刺
し
子
の
着
物
や
古
布

で
作
っ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
訪
れ
た
区
民
の
方
の
通

訳
で
、周
り
に
集
ま
っ
た
方
か

ら
も
質
問
が
飛
び
交
う
な
ど
、

和
や
か
な
交
流
が
あ
り
ま
し

た
。

▲ 浮世絵を楽しむオーストラリアの
学生たち

出
展
者
ホ
ワ
イ
ト
さ
ん
と

楽
し
い
交
流

捨
て
る
人
あ
れ
ど
、
拾
う
人
あ
り

ク

リ

ー

ン

あ

ら

川

足
立
区
は
。四
方
を
川
に
囲
ま
れ
て

い
て
、川
が
と
て
も
身
近
な
ま
ち
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
水
辺
を
き
れ
い
に
し

よ
う
と
、
1
0
月
2
2
口
、
[
ク
リ
ー
ン
あ

ら
川
」
に
千
入
近
く
が
参
加
し
、
荒
川

河
川
敷
お
よ
び
堤
防
で
清
掃
活
助
を
行

い
ま
し
た
。

空
き
缶
や
釣
り
糸
、な
か
に
は
オ
ー

ト
バ
イ
の
タ
イ
ヤ
や
寝

袋
ま
で
、
わ
ず
か
1
時

間
の
間
に
4
5″、の
ご
み

袋
で
5
2
5
袋
も
の
ご
み
が

山
積
み
に
な
り
ま
し

た
。「

荒
川
が
い
っ
ま
で

も
き
れ
い
な
い
こ
い
の

場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
か
ら
」

と
話
す
参
加
者
も
い
ま
し
た
。▲ わんど広場付近

古紙配合率70% 再生紙を使用し てい ます
R. S　232, 400


